
品目 単価動向 産地 入荷･相場見通し

愛知・栃木・長崎 白：入荷量増加。品種の切替時期。冬菊が減少し夏菊の入荷が安定。業務中心の動きで保合

熊本・愛知・長崎 相場。　黄：入荷量は横ばい。沖縄の入荷が減少。仏花中心の動きで保合相場が見込まれる。

入荷量は横ばい。色バランスに偏りがあり不安定な入荷が続く。

仏花中心の動きで保合相場が見込まれる。

栃木・愛知 入荷量横ばい、もしくは微減。高冷地は６月上旬より出荷始まる見込みもシングル咲きの上位

鹿児島・沖縄 等級が少ない状況。需要期を終えたが、全体量が少なく品薄による単価高となる見込み。

山形・栃木・群馬 入荷量は横ばいで暖地、高冷地とも潤沢な入荷が続く。

神奈川・静岡・愛知 目立った需要はないが安定した引き合いはあり保合相場の見込み。

愛知・千葉 入荷数量は天候不順によりやや落ち着く。

長崎・栃木 引き続き落ち着いた引き合いで軟調相場となる見込み。

栃木・熊本 各産地２番花に移行する中で天候不順により出遅れ感があり、入荷量はまとまらず。

高知 大きな需要なく安定相場の様相。高冷地は福島中心に徐々に出荷を予定。

高知・埼玉・栃木 ｵﾘｴﾝﾀﾙ：入荷数量横ばい。大きな需要なく相場落ち着く見込み。

埼玉・千葉・栃木 LA：入荷数量微減。大きな需要なく相場落ち着く見込み。

高知・鹿児島 ﾃｯﾎﾟｳ：入荷数量横ばい。葬儀需要中心の入荷変わらず。

和歌山、熊本中心の入荷。入荷量減少。相場は弱含み。

和歌山中心の入荷。入荷量減少するも保合相場の見込み。

愛知・千葉 愛知、千葉、北海道、栃木などより入荷。入荷量横ばいで保合相場の見込み。

北海道・栃木

山形・長野 入荷数量微減。大きな需要なく相場落ち着く見込み。

愛知

千葉・山形 5月中旬となり徐々に入荷量は安定的に増加傾向。需要の中心は花径が8cm〜10cmの物で

大阪・愛媛 オレンジ中心となるがウクライナ関連や花保ちの点から黄色の需要も今年度は高い見込み。

群馬 品種も増えて出荷数量まとまる。

長野・福島 品質良好で引き合いもあり堅調な相場での取引が続く見込み。

販売状況コメント（５／２～５／６）

　２日の月曜日市は母の日需要のピークとなっており、注文件数が一番多い市となった。今年は、輸入品が少なく国産の

引き合いが早い段階で強くなった。また、それに合わせて相場も高単価で推移した。水曜日市は注文件数としては多く

あったが、相対での引き合いが若干弱くなった。金曜日市には高値が付かない状況となり、特にスプレーの引き合いが

弱くなる形となった。

（株）フラワーオークションジャパン

２０２２/５/１６～２０２２/５/２０ 相場見通し

輪菊 →

小菊 → 沖縄

スプレー菊 →

バラ →

カーネーション →

トルコギキョウ →

ユリ →

カスミ草 → 和歌山・熊本

スターチス → 和歌山

デルフィニウム →

アルストロメリア →

ヒマワリ →

シャクヤク →


